
令和元年 11 月 20 日 

子ども会会員の皆さま 

桜ヶ丘子ども会役員一同 

 

『子ども会リサイクル資源回収』について 

まずリサイクル活動に取り組む上での動機づけという観点でお話しさせていただきます。 

ご存知のようにリサイクルとは、使い終わったものをもう一度資源に戻して製品を作ることです。 

例えば使い終わったアルミ缶をゴミとして捨ててしまうと、アルミを天然資源から新たに作らなければなり

ません。回収した空き缶を溶かしてアルミ製品を作るほうが自然や環境に優しいというわけです。 

ところが、普段分別してゴミ出ししているわけですから、行政回収（行政→リサイクル事業者）により、

リサイクルのルートは既に存在しています。なぜ、子ども会が別ルートでリサイクル活動を任せてもらって

いるのでしょうか。実は行政回収に比べて、子ども会が直接リサイクル事業者へ回収資源を引き渡すほうが、

分別が徹底され、良質な資源としてリサイクルされるという説があります。 

つまり、行政まかせではない、子ども会主導のリサイクル活動にメリットがあるということです。 

分別表を確認するという一手間が分別の質を上げているのです。これが、子ども会が集団回収（子ども会→

リサイクル事業者）を任されている社会的な理由です。 

 一方、現実的な話もさせてください。桜ヶ丘子ども会は、活動の財源の大半をリサイクル活動の収益によ

って賄っています。前年度繰越金を除けば、リサイクル活動の収益金が収入の 7 割を超えます。 

リサイクル活動の収益とは、契約しているリサイクル事業者からいただくお金および草津市からの資源回収

活動事業推進奨励金です。奨励金は活動の実績（業者が発行した計量伝票）に基づき、回収した資源 1 キロ

グラムにつき 4 円で計算されます。 

この収益金は、元をたどれば町内の皆様が分別を徹底してくださるおかげで頂戴できるという理屈になり

ます。町内の皆様には今後とも、子ども会の実状や集団回収によるメリットをご理解いただき、リサイクル

資源回収にご協力いただければと存じます。 

桜ヶ丘には 700 世帯以上のご家庭があり、仮に各ご家庭が回収日にアルミ缶 1 個出すだけで、700 個のア

ルミ缶を回収できます。子ども会活動には町内の皆様のご協力が欠かせないと感じております。 

何卒ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

 

 

リサイクル資源回収は、分別が命です。 

次ページ以降の分別表と当番の仕事内容を今一度ご確認ください。 
 

 

 

 

 

 



子ども会リサイクル資源回収 分別表 

 

対象品目：新聞 雑誌・牛乳パック ダンボール 古着 アルミ缶 

 

 

 

＝ 新 聞 ＝ 

・ 新聞の中にダイレクトメール等はさまないで下さい。 

 

＝ 雑 紙 ＝  

 

 

＝ 古 着 ＝  

・ 衣類 綿入りジャンパー類 OK 

 

・ 破れていない､壊れていない 靴 

 

・ 破れていない､壊れていない 鞄 （但し､キャスター付きは回収不可） 

★衣類、靴、鞄は輸出されます。 

 
 
※キャスターとは、旅行カバンなどの下に取り付ける、自在に向きの変わる小さな車輪。 

 

・ 毛布 （但し、布団・座布団などの綿入りは回収不可） 

 

新聞、引取単価
が高いです！ 

家の中に眠っ
ていませんで
しょうか？ 



＝ 牛乳パック ＝ 
・ 雑誌と一緒にひもでくくって下さい。又はスーパーの袋に入れて雑誌の 

ところに置いて下さい。 
 

 

 

 

 

 

＝ アルミ缶 ＝ 

・ アルミ缶は、回収場所の透明ビニール袋に移し替えてください。 

(アルミ缶は、つぶしていただかなくてもかまいません。) 

・ 袋がいっぱいになった時は、袋の上部を結んでください。 

・ スチール缶・スプレー缶などは、回収されませんのでご注意下さい。   

 

回収時間：午前７時３０分～９時 

※指定の場所にお出しください。 
※リサイクル業者が回収した後で出すのはＮＧです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アルミ        

紙パック 

① 洗って 

 

② 開いて 

 

③ 乾かして  

このマークが目印です。 



当番の仕事内容 
 

【当日の仕事】 

１． 当日の朝 7 時までに以下のの設置を行う。 

・分別プレート 5 枚 

（例：段ボール、新聞、古着、雑誌・牛乳パック、アルミ缶） 

※S 字フック等でゴミステーションの内側にぶら下げる。 

※段ボールは、右端または左端にする。 

※新聞と雑誌は一緒にしないので離しておくこと。 

・アルミ缶用ビニール袋を予備も含めて３～４枚（夏場は５～６枚） 

※回収場所によって開きがあり、一概に何枚とは言えません。 

 多い目に置いてください。 

・契約外業者向けのプレート 

※よく見える場所にぶら下げる。 

２． 業者が回収する（9 時ごろ）前に出された資源をチェックする。 

・アルミ缶にスチール缶、その他が混ざっていないか？ 

・満杯になっているアルミ缶の袋は口を結ぶ。 

３． 回収されずに残ったものは、当番の方が持って帰る。 

４． 回収後はゴミステーションの扉を閉じる。 

 


